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仮想アース「クリスタルE」の爆発的ヒットからKOJO TECHNOLOGY（光城精工）の躍進が止まらない。そしてこの大ヒットシリー
ズに続く第2章として登場したグランドターミナル「クリスタルEp」が「オーディオアクセサリー銘機賞2023」にて“グランプリ”という初
の栄誉をもたらした。超コンパクトな形状の中で導体表面積を増大することに成功したという画期的な製品で端子形状の異なる４種
類がラインアップ。さらに同モデルもクリスタル・シリーズの真骨頂ともいえる“連結”が可能健在。「Ep」同士はもちろん、「クリスタル
E」や他社の仮想アースとも結合することができるなど、無限大の楽しみ方が広がるアイテムになっている。そこで今回は5人の審査員
が全員集合。それぞれが語る「クリスタルEp」の魅力をお届けする。

KOJO TECHNOLOGY

Crystal Epシリーズ
仮想アース（グランドターミナル） ¥26,400（１個・税込）

ラインアップ： ❶「Crystal EpR」（RCAプラグ）、❷「CrystalEpT3φ」（3.5 ステレオミニプラグ）、
❸「Crystal EpB」（バナナプラグ）、❹「Crystal EpY」（Yラグ）

●取り扱い：（株）光城精工

コ
ン
パ
ク
ト
で
あ
り
な
が
ら 

導
体
表
面
積
の
増
大
に
成
功

「
ク
リ
ス
タ
ル
Ｅ
」
よ
り
も
さ
ら
に
小

型
化
し
て
汎
用
性
を
高
め
、
仮
想
ア
ー

ス
を
オ
ー
デ
ィ
オ
シ
ム
テ
ム
に
常
態
化

さ
せ
た
い
と
の
想
い
で
開
発
し
た
の
が
、

「
ク
リ
ス
タ
ル
Ｅ
ｐ
」
シ
リ
ー
ズ
だ
。 

ご
覧
の
プ
ラ
グ
型
仮
想
ア
ー
ス
で
、
サ

イ
ズ
は
６
㎝
ほ
ど
。
内
部
導
体
は
高
純

度
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
箔
だ
。
本
体
の
仮
想

ア
ー
ス
の
ほ
か
プ
ラ
グ
に
キ
ャ
ッ
プ
と

い
う
３
ピ
ー
ス
構
成
で
“
グ
ラ
ン
ド
タ

ー
ミ
ナ
ル
”の
呼
称
も
あ
る
。
部
材
は

全
て
真
鍮
削
り
出
し
だ
。
金
と
ニ
ッ
ケ

ル
メ
ッ
キ
に
よ
る
２
ト
ー
ン
が
美
し
い
。

  

開
発
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
コ
ン
パ
ク
ト

で
あ
り
な
が
ら
導
体
表
面
積
を
増
大
す

る
こ
と
に
成
功
し
た
こ
と
に
あ
る
。
そ

も
そ
も
Ｋ
Ｏ
Ｊ
Ｏ
の
仮
想
ア
ー
ス
は
、

Ｇ
Ｎ
Ｄ（
装
置
フ
レ
ー
ム
Ｇ
Ｎ
Ｄ
）の
表

面
積
を
拡
大
す
る
こ
と
に
目
的
が
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
を
低

減
さ
せ
、
結
果
と
し
て
回
路
の
安
定
動

作
に
貢
献
す
る
仕
組
み
だ（
同
社
の
土

岐
泰
義
氏
）。

「
ク
リ
ス
タ
ル
E
」
は
積
層
に
よ
っ
て

表
面
積
を
か
せ
い
で
い
た
が
、「
ク
リ

ス
タ
ル
Ｅ
ｐ
」は
ア
プ
ロ
ー
チ
が
違
う
。

本
体
の
表
面
を
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
処
理

し
、
梨
字
仕
上
げ
に
し
て
表
面
積
を
拡

張
。
さ
ら
に
本
体
内
部
に
は
ス
ポ
ン
ジ

か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
特
殊
専
用
コ
ン
デ

ン
サ
を
内
蔵
。
こ
れ
は
金
属
フ
ィ
ル
ム

の
表
面
を
荒
ら
す
エ
ッ
チ
ン
グ
処
理
に

よ
っ
て
、
見
か
け
上
は
１
０
０
平
方
㎝

で
も
１
万
１
０
０
０
平
方
セ
ン
チ
の
表

面
積
を
確
保
す
る
こ
と
成
功
し
、
高
い

ア
ー
ス
効
果
を
得
た
と
聞
く
。

“
連
結
”で
倍
増
効
果
を
発
揮 

余
っ
た
パ
ー
ツ
も
活
用
で
き
る

　
「
ク
リ
ス
タ
ル
Ｅ
ｐ
」
シ
リ
ー
ズ
の

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
紹
介
し
よ
う
。
幅
広

い
端
子
形
状
に
対
応
。
プ
ラ
グ
形
状
は

Ｒ
Ｃ
Ａ
プ
ラ
グ
を
は
じ
め
と
し
て
ス
テ

レ
オ
ミ
ニ
プ
ラ
グ
／
バ
ナ
ナ
プ
ラ
グ
／

Ｙ
ラ
グ
４
タ
イ
プ
だ
。
ス
ピ
ー
カ
ー
端

子
に
直
接
挿
す
タ
イ
プ
の
仮
想
ア
ー
ス

は
世
界
初
だ
ろ
う
。
プ
ラ
グ
形
状
は
今

後
拡
充
す
る
予
定
と
の
こ
と
。

　

Ｋ
Ｏ
Ｊ
Ｏ
と
い
え
ば
「
連
結
」
だ
ろ

う
。
こ
の
「
ク
リ
ス
タ
ル
Ｅ
ｐ
」
で
も

「
増
設
」「
連
結
」
に
対
応
し
て
い
る
。

だ
が
連
結
ケ
ー
ブ
ル
を
使
う
の
で
は
な

く
、
そ
の
ま
ま
プ
ラ
グ
を
キ
ャ
ッ
プ
に

挿
し
込
む
形
だ
。
グ
ラ
ン
ド
タ
ー
ミ
ナ

ル
は
１
個
あ
た
り
の
導
体
表
面
積
が
１

万
１
０
０
０
平
方
セ
ン
チ
で
、
連
結
す
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Masanori Hayashi

れ
ば
２
倍
の
２
万
２
０
０
０
平
方
セ
ン

チ
と
な
る
。

　

ま
た
連
結
の
際
、
プ
ラ
グ
と
キ
ャ
ッ

プ
部
が
１
個
ず
つ
余
る
わ
け
だ
が
、
互

い
を
組
み
合
わ
せ
れ
ば
Ｒ
Ｃ
Ａ
キ
ャ
ッ

プ
に
早
変
わ
り
す
る
。
オ
ー
デ
ィ
オ
機

器
に
Ｇ
Ｎ
Ｄ
端
子
が
な
い
場
合
、
空
き

端
子
に
こ
の
Ｒ
Ｃ
Ａ
キ
ャ
ッ
プ
を
接
続

す
る
だ
け
で
、
そ
の
端
子
が
Ｇ
Ｎ
Ｇ
端

子
に
な
る
の
は
便
利
だ
。
パ
ー
ツ
の
紛

失
防
止
に
も
な
り
確
か
に
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
だ
と
思
う

小
型
な
が
ら
格
段
の
静
け
さ 

様
々
な
微
細
音
が
再
現
さ
れ
る

　

試
聴
は
自
宅
リ
ス
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
に

て
行
っ
た
。
一
番
手
は
Ｒ
Ｃ
Ａ
タ
イ
プ

だ
。
ま
ず
は
上
流
機
器
で
、
デ
ノ
ン
の
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Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
デ
ジ
タ
ル
ア

ウ
ト
に
装
着
し
て
音
の
違
い
を
聴
く
。

ノ
イ
ズ
っ
ぽ
さ
が
す
っ
き
り
と
解
消
さ

れ
、
聴
感
Ｓ
／
Ｎ
が
向
上
。
す
ぐ
に
気

付
く
の
が
様
々
な
色
合
い
の
微
細
音
が

あ
ら
わ
れ
た
こ
と
だ
。

　

清
涼
さ
漂
う
な
か
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
は

倍
音
領
域
ま
で
伸
び
や
か
音
場
の
見
通

し
が
向
上
。
こ
び
り
つ
い
て
い
た
塵
の

よ
う
な
も
の
が
ろ
過
さ
れ
、
濁
り
も
消

え
て
音
楽
そ
の
も
の
の
ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ

が
高
ま
る
印
象
だ
。

　

声
楽
は
生
々
し
い
ボ
デ
ィ
感
や
艶
が

生
ま
れ
る
。
立
ち
位
置
が
目
に
見
え
る

よ
う
で
、
音
像
感
が
明
快
。
眼
前
に
音

の
景
観
が
あ
ら
わ
れ
た
。
弦
楽
器
の
胴

鳴
り
や
コ
ス
レ
な
ど
、
届
く
音
の
す
べ

て
に
リ
ア
ル
さ
が
感
じ
ら
れ
た
。

　

数
多
く
聴
い
て
き
た
仮
想
ア
ー
ス
の

中
で
も
、
こ
ん
な
ち
っ
ぽ
け
な
プ
ラ
グ

と
思
え
な
い
明
確
な
効
果
だ
。

　

ジ
ャ
ズ
は
ス
テ
ー
ジ
が
よ
り
近
く
な

っ
て
、
ド
ラ
ム
や
シ
ン
バ
ル
の
音
が
飛

ぶ
。
ア
タ
ッ
ク
音
や
革
の
ふ
る
え
も

生
々
し
く
、
ピ
ア
ノ
は
明
る
く
音
域
を

ぐ
っ
と
広
げ
て
く
る
感
じ
だ
。
イ
ン
タ

ー
プ
レ
イ
の
ホ
ッ
ト
な
臨
場
感
が
ダ
イ

レ
ク
ト
に
伝
わ
っ
た
。

　

続
い
て
オ
ク
タ
ー
ブ
の
プ
リ
ア
ン
プ

に
挿
し
か
え
て
み
る
と
、
最
上
流
よ
り

も
川
幅
が
広
が
っ
た
の
か
。
シ
ス
テ
ム

全
体
、
特
に
中
音
域
に
か
け
て
の
肉
付

き
や
音
の
鮮
度
、
力
強
く
ス
ピ
ー
ド
感

を
高
め
て
く
る
。
同
じ
ピ
ア
ノ
曲
や
ク

ラ
シ
ッ
ク
弦
が
厚
み
を
増
す
よ
う
で
、

ジ
ャ
ズ
マ
ン
の
発
散
す
る
熱
量
や
プ
レ

ゼ
ン
ス（
実
在
感
）を
実
感
さ
せ
ら
れ

た
。

ス
ピ
ー
カ
ー
に
使
用
す
る
こ
と
で 

ハ
イ
ス
ピ
ー
ト
と
弾
力
感
が
格
別

  

最
後
の
楽
し
み
は
ス
ピ
ー
カ
ー
対
策

だ
。「
ペ
ル
ソ
ナ
Ｂ
」
で
あ
る
が
、
バ

ナ
ナ
、
Ｙ
ラ
グ
と
も
２
本
ず
つ
あ
る
の

で
端
子
に
よ
る
傾
向
の
違
い
な
ど
も
チ

ェ
ッ
ク
で
き
て
嬉
し
い
。
総
じ
て
コ
ン

ポ
の
時
と
は
違
う
。
深
々
と
し
た
重
心

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
、
対
極
に
あ
る
高
域

音
の
冴
え
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
ま
と
ま
っ

た
。
ハ
イ
ス
ピ
ー
ト
で
弾
力
感
の
あ
る

サ
ウ
ン
ド
を
「
ク
リ
ス
タ
ル
Ｅ
ｐ
」
が

引
き
出
し
て
し
て
く
れ
る
よ
う
だ
。

  

連
結
な
ど
も
試
し
た
が
わ
か
り
や
す

い
効
き
方
で
、
端
子
の
場
所
を
変
え

次
々
に
微
妙
な
音
の
違
い
が
味
わ
え
た
。

超
コ
ン
パ
ク
ト
な
の
に
楽
し
み
は
無
限

大
。
仮
想
ア
ー
ス
の
世
界
を
広
げ
る
価

値
あ
る
ア
イ
テ
ム
だ
。  

Crystal Epの構造。 内部には特殊専用コンデンサが充填され、GND プ
レーン（導体表面積）が拡大・増強されている。特殊専用コンデンサの内部
導体には、帯状に加工された高純度アルミニウム箔を採用し、見かけ上の
表面積はわずか100㎠程度だが、導体表面の特殊エッチング処理により、
海綿質構造に似た空洞が無数に形成。この空洞が導体表面積の拡大をも
たらし、11,000㎠の有効面積が確保されている

プラグ／本体／キャップの 3 ピース で構成。それぞれ M5 サイズに
よる 雄雌ネジ構造となっており、取り外しができることから他のプラグ
との交換が可能。さらにプラグと本体の間に他社製品を含むアース
ケーブル（ Y ラグタイプなど）を挟み込むことで、他の仮想アース製品
とのリンク接続も可能になり、愛用中の仮想アースとの併用や増設も
できる

２本を連結することで 簡単に 増設、拡張ができる

「Crystal EpR」（RCAプラグ）¥26,400（1個・税込） 「CrystalEpT3φ」（3.5 ステレオミニプラグ）¥26,400（1個・税込）

「Crystal EpB」（バナナプラグ）¥26,400（1個・税込） 「Crystal EpY」（Yラグ）¥26,400（1個・税込）

■「クリスタルEpシリーズ」のラインアップ

■審査委員が語る「クリスタルEpシリーズ」の魅力

２連組みで明瞭感がさらに増強 
エッジを立たせスパイス的な効果
　コンパクトなプラグ型の仮想アースとして登場した本製品は、光城精工ら
しいアイデアに満ちたオーディオアクセサリーだ。本体内部には専用コンデ
ンサが充填されており、コンデンサ内部のアルミニウム箔の表面が仮想的な
グランド面積となるというもの。導体表面に特殊な加工を施すことにより、こ
の小さな筐体の中に約１ｍ四方の有効面積が確保されているという。本体
構造も画期的で、機器に接続するプラグ部、本体、キャップ部の３ピース構成
となっており、プラグの変更は勿論、本体の連結、他の仮想アース製品との
併用などが可能となっている。プラグ部は４種類の端子を用意。無駄のない
スタイリッシュなデザインも、接続した機器のデザインに影響を与えにくく使用
しやすさを高めており好印象だ。効果としては、高域方向の帯域に明瞭感が
得られるような効果を確認できた。また、連結して２連組みとして使用するとそ
の明瞭感がさらに増強され、描写にエッジを立たせるようなスパイス的な効用
を強化することができる。筆者宅で試した中で印象的だったのが、オーディオ
用スイッチングハブのグランド端子への適用で、ナチュラルな締まりを感じさ
せるサウンドが得られ好印象であった。様々なネットワークオーディオ系周辺
機器への使用も大変面白そうである。使いこなしとして、連結したり端子形状
を自由に変更したりして、好みに応じて様々なアレンジで遊べることも画期的
な製品である。

生形三郎 

Saburou Ubukata

音像が明確になる確かな効果 
スピーカーや複数使用もあり
　現在オーディオアクセサリーで最も注目するアクセサリーは仮想アース製
品である。その効果がステレオ再生における音像の明確さという課題を改善
するからである。電源ボックスに装着して、SN比を多少改善する効果とは大き
な違いがあるのだ。KOJOTECHNOLOGYもこの種の製品開発には積極的
で、最近、接続ケーブルが不要なRCAやスピーカー端子等に直接装着するタ
イプを開発した。このように簡単な装着で使えるのら画期的である。
　今回RCAプラグに接続するCryrstalEpR、バナナプラグ端子用の
CryrstalEpYをテストした。さて、一般に仮想アース製品は内部に導電性の
物質を使うので大きなサイズになる。この製品はどのような仕組みになってい
るのだろうか。同社の方法は機器のシャーシーアースの面積を増加させる方
法である。内部にはアルミ箔がコイル状にして充填、広い面積を持っている。
　テストはアキュフェーズのプリアンプC-2900のRCAの空き端子に装着。こ
れは確かに効果がある。それまで拡散していた音像が明確になり、ぼやけてい
た成分が消えている。ヴォーカルは中央にはっきり集束されるため口のサイズ
が広がっていたものが小さくなる。
　プリアンプの装着を外し、スピーカーの入力端子のアース側（B&W800 
D3）にバナナプラグ型を装着してテストする。LRに２個使ったが、ここも効果
がでてくる。ヴォーカル定位はRCA端子以上で、サウンド全体がすっきりして、
余分な響きが減少して混濁も少ない。SN比も高く感じる。
　 それでは、プリのRCA端子と、スピーカー端子に合わせて使う方法はどうな
のか？この方法はありだ。中音の音像がはっきりしてくる。ただ、プリアンプに複
数使用することは薦めない。RCAのLとR端子に接続する方法も試したが、精
度が甘くなる。基本は1カ所に使う方法が最適であった。

福田雅光 

Masamitsu Fukuda

増やすほど効果が確実に高まる 
音の汚れがきれいに落ちてくる
　仮想アース・ブームの火付け役となった　「ＣｒｙｓｔａｌＥ」を特殊な技法を
使ってプラグ型に凝縮した、驚くほどコンパクトな仮想アースである。
　形状はＲＣＡプラグと同じで、サイズも同等である。この中には特殊な専用
コンデンサーが充填され、帯状に加工された高純度アルミ箔が収まってい
る。その表面積は10×10cm程度で、それだけではとても用を為さない。しかし
このアルミ箔には特殊エッチング処理が施されて、海綿状の空洞が無数に
形成されている。このため実質的な有効面積は１００倍以上の１１０×１００㎝
にも上るのである。
　種類はＲＣＡタイプの他、３・５mmミニプラグ、バナナプラグ、Ｙラグの４種が
用意されている。アンプなどのどこか1カ所に差し込めばいいわけだが、さらに
発展的な使い方もできるのが画期的だ。
　プラグの後端は外すことができ、ここにもう１つのプラグを差し込んで連結
が可能。これで２倍の表面積を稼ぐことができる。また外したキャップはやはり
ＲＣＡ型になっているので、これを別の端子に差し込んでそこに別のアース線
をつなぐこともできるという、一石二鳥以上の用途が開けるのだ。
　１個でももちろんアース特有の静寂感を味わうことは可能だ。しかし１個よ
り２個、２個より３個と増やすことで、効果は確実に高まってゆく。気が付くと
音の周囲が鎮まって、汚れがきれいに落ちているのがわかる仕組みである。

井上千岳 

Chitake Inoue

ベールを取り去ったようなクリアさ 
面喰ってしまうほどの輝きと豊潤さ
　手のひらサイズながらずっしりと重い光城精工の仮想アース装置「クリス
タルＥ」は、比較的手頃な価格と設置しやすい大きさながら、再生音のＳ／Ｎ
感を大幅に高め、若干のパワーを付け加えるような印象すらある逸品だが、
今作「クリスタルＥｐ」は、同シリーズのモットーたる「遠くのアースより近くの
アース」を極限まで突き詰めたような作り、具体的にはほぼ単三型乾電池くら
いの大きさの円筒の先端に接続端子を直接装着してしまったような格好の
製品である。
　いくら"近くのアース"でもそんな小ささでアース効果が見込めるのか、と訝ら
れる読者もおいでだろう。そこは光城精工だ。円筒の中にはアルミの薄箔が
コンデンサと同じような要領で封入されているが、高度なエッチング処理を施
すことにより10cm×10cm程度の箔が１００×１１０cm分もの表面積を持つ
という。この表面積こそ仮想アース効果の源なのだ。
　先端の端子にはＲＣＡとステレオミニ、そしてバナナプラグとＹラグが用意さ
れている。バナナとＹはスピーカーの入力端子マイナス側へ装着するもので、
これまでスピーカー用の仮想アースという概念はほとんど見られなかったもの
だから面喰われるかもしれないが、ＲＣＡタイプがベールを取り去ったようなク
リアさを聴かせるのに対し、こちらは音に輝きと豊潤さを加える方向となった。
　また、本機は２本、３本とつなげることが可能で、遥かに効き目が大きくな
る。お薦めである。

炭山アキラ 

Akira Sumiyama
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